
い
り

や

茎
骨

入
谷
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
台
東
区
下
谷
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
台
東
区
文
化
財
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
俣
　
悟

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

・
町
屋
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

入
谷
遺
跡
は
台
東
区
の
北
寄
り
、
武
蔵
野
台
地
東
端
の
上
野
台
の
東
方
に
位

置
し
、
東
京
低
地
西
側
に
立
地
す
る
。
本
調
査
は
、
共
同
住
宅
建
築
に
伴
う

調
査
で
あ
る
。

遺
跡
周
辺
は
、
近
世
以
前
に

は
千
束
池
な
ど
に
面
し
た
湿
地

で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
整
地
し

て
寺
院

・
町
屋
が
成
立
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
調
査
地
は
、

南
側
が
寺
院

（良
感
寺
）
で
北

側
が
町
屋

（入
谷
町
）
で
あ

つ

た
。
な
お
良
感
寺
は

一
九

一
四

年

（大
正
一こ

に
他
所
へ
移
転
し
て
い
る
。

検
出
遺
構
は
、
井
戸

・
竹
樋

・
桶
基
礎

・
土
坑

。
道
路
な
ど
で
あ
り
、
廃
棄

年
代
か
ら
Ｉ
期

（
一
人
世
紀
前
半
）
。
Ⅱ
期

（
一
人
世
紀
後
半
）
・
Ⅲ
期

（
一
九
世
紀

中
葉
）
・
Ⅳ
期

（近
代
）
に
区
分
さ
れ
る
。
道
路
は

一
九
世
紀
後
半
頃
の
も
の
で
、

そ
の
時
期
の
寺
院
と
町
屋
の
境
と
な
る
。
出
土
遺
物
は
大
量
の
木
製
品
、
中

国

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
琉
球
製
な
ど
の
陶
磁
器
、
入
谷

（坂
本
）
産
と
推
定
さ
れ

る
土
器
な
ど
で
あ
る
。
木
簡
は
、
い
は
近
世
包
含
層
よ
り
、
そ
れ
以
外
は
土
坑

全
〓
下
四
工↑

五
〇
号
遺
構
）
よ
り
出
土
し
た
。
廃
棄
年
代
は
、
四
六
号
遺
構

が
Ｉ
期
、
三
二
号
遺
構
が
Ⅱ
期
、
五
〇
号
遺
構
が
Ⅲ
期
で
あ
る
。
五
〇
号
遺
構

は
良
感
寺
境
内
、
他
は
町
屋
に
位
置
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

近
世
包
含
層

（焼
印
）

ω
　
・
「辰
　
『宝
』

（焼
Ｕ

□
□
□
太

『宝
』

」

（焼
印
）

名
九
枚

『宝
』

□

『宝
』
　

」

（焼
印
）

⇔
ｏ
×

い
ｏ
×

釦
　

ｏ
⇔
い

五
〇
号
遺
構

②
　
。
「金
七
十
□
」

Ｌ
金
十
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ伽泉
］彙
ト
ロ

(東京東北部)
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三
二
号
遺
構

①

　

「天
明八

歳

日
□

三
月

伊

藤

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

蔵
雷

×
裂

受

削
封
脚

⇔露

四
六
号
遺
構

〔
納
力
〕

ω

　

□
豆清

光

院

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

戯

昼

×
桐

卜

冨

ω
は
、
方
形
で
四
隅
が
切
ら
れ
て
い
る
。
上
側
中
央
に
小
穴
が
あ
り
札
状
で

あ
る
が
、
用
途
は
不
明
で
あ
る
。
表
に

「辰
」
裏
に

「九
枚
」
と
大
ぶ
り
の
文

字
を
書
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
左
に
小
さ
な
文
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
更
に
各
墨

書
の
下
に
は
焼
印
が
押
さ
れ
る
。
「□
□
□
太
」
は
人
名
と
も
思
わ
れ
る
。
本

例
と
類
似
し
た
も
の
は
不
明
で
あ
る
が
、
表
面
に
植
物
名
や
季
節
名
な
ど
を
、

裏
面
に
数
字
を
記
し
て
い
る
札
状
の
木
簡
に
は

「闘
茶
札
」
や

「聞
香
札
」
の

例
が
あ
る

（斉
藤
進

「東
京

・
汐
留
遺
跡
」
本
誌
第
二
一
号
）。

②
は
、
下
部
を
尖
ら
せ
た
付
札
状
の
木
簡
で
あ
る
。
値
段
を
記
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
⑤
い
は
円
盤
状
で
、
桶
蓋
と
推
定
さ
れ
る
。
③
は
、
「返
り
」
と

十
字
状
の
摘
み
を
有
し
、
栓
の
穴
を
持
つ
。
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
の
年
月

と

「伊
藤
」
名
の
墨
書
か
ら
、
贈
答
用
と
も
思
わ
れ
る
。
い
は
や
や
小
ぶ
り
で
、

上
半
が
欠
け
て
い
る
。
「清
光
院
」
は
寺
院
名
と
推
定
さ
れ
、
近
在
で
は
浅
草

（台
東
区
、
真
一一三
０

と
小
日
向

（文
京
区
、
臨
済
む０

に
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く

寺
院
名
産
品
の
容
器
と
思
わ
れ
、
商
品
名
は
納
豆
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
文
字
で
は
な
い
が
、
羽
子
板
と
思
わ
れ
る
木
製
品
に
絵
を
描
い
た
も
の

が
出
土
し
て
い
る
。
長
さ

（一
一七
〇
）
ｍｍ
幅

（九
〇
）
剛
厚
さ
六
ｍｍ
、
下
部
と
右

側
面
を
欠
損
す
る
。
片
面
に
人
物

・
魚

・
花
吹
雪
を
、
片
面
に
梅
樹
を
描
く
。

大
半
は
墨
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
朱

・
金
彩
が
見
ら
れ
る
。
人
物
は
踊
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
漆
器
椀
に
朱
書
で

「本
」
、
柄
杓
に
金
彩
で

「瓢
」
、

桶
板
に
焼
印
で
長
方
形
枠
に

「大
和
屋
」
「改
撲
」
、
包
丁
柄
に
焼
印
で
横
長
方

形
枠

・
九
枠
に

「
キ
」
と
あ
る
も
の
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
坪
井
利
剛

・
平
野
恵
氏
な
ど
の
ご
教
示
を
得
た
。

（小
俣
　
悟
）




